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写され，腹部，胸部リンパ腺の描出は困難であった，

　悪性リンパ腫における，リンパ腫の全身分布の検索は，

その診線上，治療対策上重要な意義を持つので，本法が

この方面にどれだけの意義を持ちうるかをさらに検討し

た．
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　〔目的〕　67Ga－citrateによるスキャニングにおいて，

これが腫瘍に取込まれることは1969年Edwardsらによ

り報告され，わが国でも報告が見られるようになってき

た．われわれもこのRIを入手し，腫瘍スキャニングを

行なってきたが診断上更に放射線治療を行なった症例の

経過判定上有用であったので，以下に報告する．

　〔方法〕67Ga－citrateを11nCi～2　mCi静注後1日～

2日～3日にスキャニングを行なった．使用したスキャ

ンナーは東芝製RDA－106－6形を使用，適宜カラース

キャニングをも併用した．放射線治療を受けた症例につ

いては，その照射前，中，後のシンチグラムをX線フィ

ルムと共に読影し経過判定の一助とした．

　〔結果〕　現在30例（抄録〆切時）の経験をえたが，そ

の結果は次のごとくであった．またこれに関するいくつ

かの検討，考案を述べてみた．
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　悪性腫瘍のRIによる陽性描出は，これまで数多くの

研究者によって迫求されてきたが，現在ではEdwards

らの報告を最初とする67Ga－citrateによるものが最も有

川な結果をもたらせていると思われる．

　われわれも昨年から各種の腫瘍について症例を重ね，

その数は約110例となった．全症例の結果を…括してみ

ると，67Ga－citrateは確かに1）腫瘍陽性率は高いが，

すべての悪性腫瘍に取り込まれるわけではない．2）朋

らかに炎症と思われる症例でも陽性像がえられることが

ある．3）同一一wa器で同一般織像をもつ悪性腫瘍でも取

り込みの差が著明である．何故このような多彩なパター

ンを示すか，これについては67Ga－citrateの取り込みの

機序が解明されていない現在，説明は困難である．そこ

で臨床データの蓄積から67Ga－citrateの腫i瘍親和性の傾

向をとり，これからの方向づけが必要となる．

　われわれは次の点にポイントをおき症例結果の分析を

行なっている．67Gaスキャンの結果判定基準は，＋＋

±一の4段階とした，

　④臓器別，病理組織学的分類　　最も陽性率の高いの

は細網肉腫，骨腫瘍並びに肺腫瘍であった．眼窩内腫瘍

は対象が小さいのでスキャニングは一般に不利であるが，

現在摘出標本カウントで検討中である．腹部臓器では腎

癌の陽性率が高かった．肝はグラム当りの集積が高いの

と厚みできいてくるので，他の腹部臓器と異なった特殊

性をもつ．結局，巨大な肝癌のみが陽性像としてえられ

た．一方，悪性腫瘍で陰性なのは甲状腺癌（乳頭腺癌）に

多かった．

　画放射線照射との関係　　陽性率の高い細網肉腫，骨

腫瘍並びに肺腫瘍が対象となるが，われわれは少なくと

も照射前，中，後の3回スキャニングを実施して放射線

効果と取り込みについて検討中である．

十：著明な沈着がみとめられるもの
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〔目的〕　67Ga－citrateが悪性腫瘍に集積する可能性を
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